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改
め
て
Ｊ
Ｒ
と
北
海
道
の
未
来
を
願
っ
て

第16回

（あべ・ひとし）1961 年東京都生
まれ。東京大学工学部都市工学科
卒業、修士修了、博士１年中退。
88 年にＪＲ東日本に１期生とし
て入社し鉄道の実務と研究開発の
経験を重ねた。2005年に退職して
(株)ライトレールを創業。交通計
画のコンサルティングに従事

連
載
の
趣
旨
は
Ｊ
Ｒ
へ
の
応
援

　

今
回
の
連
載
は
特
集
Ｊ
Ｒ
北
海
道
（
以
下
、

「
Ｊ
Ｒ
」
と
言
う
）〝
崖
っ
ぷ
ち
〟
の
中
で
３

㌻
拡
大
版
と
な
る
。

　

３
㌻
目
に
連
載
一
覧
を
示
し
た
。「
実
現

可
能
な
素
晴
ら
し
い
提
案
ば
か
り
。
鉄
道
は

利
便
向
上
し
、
生
活
も
企
業
活
動
も
し
や
す

く
な
り
、
農
業
も
観
光
も
振
興
し
、
北
海
道

が
元
気
に
な
る
。
Ｊ
Ｒ
の
経
営
も
好
転
す
る
」

と
、
ご
評
価
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
だ
。

　

し
か
し
、「
Ｊ
Ｒ
を
デ
ィ
ス
る
ば
か
り
。

提
案
は
夢
物
語
ば
か
り
」
と
の
厳
し
い
評
価

も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
Ｊ
Ｒ
へ
の
厳
し
い
指
摘
は
す
る
が
、
デ
ィ

ス
る
た
め
で
は
な
い
。
残
念
な
が
ら
今
は
窮

状
に
陥
っ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
に
元
気
に
な
っ
て
も

ら
い
た
く
、
建
設
的
か
つ
実
現
可
能
な
提
案

を
練
る
た
め
の
正
確
な
現
状
把
握
だ
。

い
物
件
が
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
仕
方
な
く
Ｊ

Ｒ
沿
線
を
探
す
の
が
普
通
だ
。

　
Ｊ
Ｒ
が
不
便
な
た
め
に
、
多
く
の
人
が
マ

イ
カ
ー
や
バ
ス
の
中
で
時
間
を
浪
費
し
、
生

活
利
便
性
や
企
業
の
生
産
性
は
低
く
、
北
海

道
全
体
の
効
率
性
や
競
争
力
を
下
げ
て
い
る
。

　

逆
に
言
う
と
、
Ｊ
Ｒ
を
中
心
に
鉄
道
を
便

利
に
す
れ
ば
、
生
活
利
便
性
も
企
業
の
生
産

性
も
高
ま
り
、
北
海
道
全
体
の
効
率
性
や
競

争
力
が
上
が
る
の
だ
。

社
人
研
推
計
は
決
定
事
項
で
な
い

　

北
海
道
は
本
州
以
南
と
比
べ
地
価
が
圧
倒

的
に
安
く
、
土
地
は
あ
り
余
り
、
空
き
地
・

空
き
家
・
耕
作
放
棄
地
は
は
い
く
ら
で
も
あ

る
。
交
通
さ
え
便
利
に
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
を

有
効
活
用
で
き
る
と
思
え
て
な
ら
な
い
。
地

球
温
暖
化
が
進
む
ほ
ど
本
州
以
南
は
住
み
に

く
く
な
り
、
北
海
道
の
魅
力
度
は
高
ま
る
。

　

交
通
さ
え
便
利
に
す
れ
ば
、
人
口
も
増
え

る
の
で
は
。
と
書
く
と
「
日
本
の
人
口
は
減

る
ん
だ
！
」
と
返
っ
て
来
よ
う
。

　

実
は
そ
れ
は
誤
解
だ
。
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
（
社
人
研
）
の
将
来
推
計
人
口

が
頻
繁
に
報
道
さ
れ
、
政
治
家
や
行
政
・
鉄

道
関
係
者
を
含
め
、
日
本
人
の
ほ
ぼ
全
員
が

日
本
の
人
口
減
は
決
定
事
項
と
思
い
込
ん
で

い
る
が
、
事
実
は
異
な
る
。

　

社
人
研
の
報
告
書
に
は
、「
人
口
変
動
要

因
で
あ
る
出
生
・
死
亡
・
国
際
人
口
移
動
の

Ｊ
Ｒ
窮
状
の
原
因
は
国
の
施
策

　

第
１
回
か
ら
繰
返
し
て
い
る
よ
う
に
、
Ｊ

Ｒ
が
窮
状
に
陥
っ
て
い
る
の
は
、
現
役
及
び

退
職
し
た
役
員
・
社
員
の
能
力
や
努
力
が
不

足
し
た
か
ら
で
は
な
い
。

　
Ｊ
Ｒ
窮
状
の
根
幹
原
因
は
、
第
13
回
に
整

理
し
た
よ
う
に
、
Ｊ
Ｒ
の
適
正
赤
字
に
応
じ

て
設
け
た
経
営
安
定
基
金
の
運
用
益
が
低
金

利
で
減
額
と
な
っ
た
後
に
、
国
が
適
正
に
財

政
措
置
を
し
て
い
な
い
こ
と
だ
。
そ
の
累
計

額
は
少
な
く
見
積
も
っ
て
現
時
点
で
８
０
０

０
億
円
と
な
り
、
３
年
で
１
０
０
０
億
円
超

の
（
メ
デ
ィ
ア
が
称
す
る
）「
手
厚
い
支
援
」

で
は
全
く
足
り
な
い
。

　

８
０
０
０
億
円
は
国
民
１
人
当
り
６
０
０

０
円
強
で
あ
り
、
そ
れ
で
北
海
道
の
鉄
道
が

見
違
え
る
も
の
に
な
る
な
ら
安
い
も
の
だ
。

千
歳
に
立
地
す
る
ラ
ピ
ダ
ス
の
工
場
建
設
に

補
助
さ
れ
る
９
２
０
０
億
円
よ
り
少
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
Ｊ
Ｒ
が
現
状
の
ま
ま
利
便
低

下
を
続
け
る
ま
ま
で
は
「
Ｊ
Ｒ
に
８
０
０
０

億
円
も
補
助
す
る
な
ど
ム
ダ
金
！
」
と
言
わ

れ
る
ば
か
り
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
が
経
営
方
針
を

利
便
向
上
へ
改
め
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。

鉄
道
が
北
海
道
の
未
来
を
握
る

　

道
内
で
は
、
札
幌
と
拠
点
都
市
間
及
び
札

幌
近
郊
で
の
移
動
で
す
ら
Ｊ
Ｒ
は
頻
繁
に
止

ま
り
、
大
事
な
用
事
で
は
使
え
な
い
と
言
わ

れ
、
そ
れ
以
外
の
移
動
は
マ
イ
カ
ー
が
当
り

前
。
頻
繁
に
止
ま
る
ば
か
り
か
、
元
々
の
本

数
が
少
な
く
、
所
要
時
間
は
以
前
よ
り
大
幅

に
伸
び
、
価
格
も
高
い
。
か
つ
て
の
「
冬
こ

そ
Ｊ
Ｒ
」
は
「
冬
こ
そ
高
速
」
に
な
っ
た
。

　

札
幌
と
函
館
や
釧
路
の
間
を
片
道
４
～
５

時
間
か
け
て
マ
イ
カ
ー
や
高
速
バ
ス
で
移
動

と
よ
く
聞
く
。
時
間
価
値
の
高
い
人
は
飛
行

機
を
使
い
、
丘
珠
空
港
が
大
繁
盛
だ
。

　

札
幌
で
進
学
・
就
職
・
結
婚
し
て
家
を
探

す
の
に
、
ま
ず
は
地
下
鉄
沿
線
で
探
し
、
良
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要
因
に
関
す
る
実
績
値
の
動
向
を
数
理
モ
デ

ル
に
よ
り
将
来
に
投
影
」
と
明
記
さ
れ
て
い

る
。

　

も
っ
と
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
厚
生
政

策
セ
ミ
ナ
ー
の
プ
レ
ゼ
ン
資
料
を
示
し
た
。　

社
人
研
推
計
の
正
し
い
理
解
を

　

具
体
例
を
示
そ
う
。
表
の
よ
う
に
、
社
人

研
は
金
沢
市
の
人
口
を
２
０
０
０
年
国
勢
調

査
の
46
万
人
弱
に
対
し
20
年
に
43
万
人
弱
と

推
計
し
、
実
際
は
46
万
人
強
と
な
っ
た
。
富

山
市
も
人
口
減
の
度
合
い
が
推
計
よ
り
ず
っ

と
小
さ
か
っ
た
。

 　
社
人
研
の
人
口
推
計
は
、
北
陸
新
幹
線

開
業
と
い
っ
た
大
き
な
社
会
経
済
環
境
の
変

い
う
計
算
手
法
な
の
だ
。

　

茨
城
県
に
て
、
筑
波
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線

の
守
谷
・
つ
く
ば
み
ら
い
・
つ
く
ば
市
の
人

口
は
社
人
研
推
計
が
外
れ
て
増
加
、
沿
線
外

の
市
町
村
は
社
人
研
推
計
通
り
に
減
少
な
の

も
同
様
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
だ
。

　

大
規
模
施
設
の
立
地
も
同
様
で
、
ラ
ピ
ダ

ス
工
場
が
立
地
す
る
千
歳
市
も
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ

工
場
が
立
地
す
る
熊
本
県
菊
陽
町
も
、
社
人

研
推
計
は
外
れ
人
口
増
に
転
じ
た
。

　

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
が
開
業
し
た
北
広
島
市
は

21
～
30
年
度
の
総
合
計
画
に
お
い
て
、
社
人

研
推
計
５
・
２
万
人
に
対
し
て
６
・
０
万
人

へ
の
人
口
増
を
目
標
と
し
て
い
る
。

鉄
道
が
北
海
道
の
未
来
を
開
く

　

な
ら
ば
、
北
海
道
全
体
も
交
通
、
特
に
鉄

道
の
利
便
向
上
で
人
口
は
増
え
る
と
イ
メ
ー

ジ
願
え
た
だ
ろ
う
か
。
加
え
て
様
々
な
産
業

振
興
策
や
集
客
施
設
の
立
地
に
よ
り
雇
用
が

増
え
、
さ
ら
に
人
口
は
増
え
る
。

　

北
海
道
に
お
い
て
は
、
こ
の
20
数
年
来
、

利
便
低
下
の
続
く
Ｊ
Ｒ
が
経
営
方
針
を
利
便

向
上
へ
改
め
る
こ
と
が
、
北
海
道
の
未
来
を

開
く
重
大
な
る
第
一
歩
だ
と
強
く
訴
え
た
い
。

　

ま
ず
は
売
上
増
が
費
用
増
を
上
回
る
施
策

を
実
行
し
て
、
道
民
の
信
頼
を
回
復
し
期
待

を
高
め
る
。
経
営
安
定
基
金
の
運
用
益
が
低

下
す
る
前
、
問
題
な
く
実
行
し
て
い
た
特
急

や
エ
ア
ポ
ー
ト
快
速
の
時
速
１
３
０
㎞
運
転

の
復
活
は
、
売
上
増
が
費
用
増
を
上
回
ろ
う
。

　

客
単
価
の
高
い
特
急
の
潜
在
需
要
が
多
い

（
多
く
の
人
が
や
む
な
く
マ
イ
カ
ー
・
高
速

バ
ス
・
航
空
を
使
い
、
時
間
を
浪
費
し
、
交

通
事
故
を
増
や
し
、
石
油
を
浪
費
し
、
環
境

負
荷
を
高
め
て
い
る
）
区
間
で
の
増
便
も
売

上
増
が
費
用
増
を
上
回
ろ
う
。
札
幌
か
ら
旭

川
は
30
分
お
き
、
帯
広
・
函
館
は
１
時
間
お

き
に
し
た
い
。

　

以
上
に
よ
り
道
民
の
信
頼
を
回
復
し
期
待

が
高
ま
っ
た
後
は
、
国
が
経
営
安
定
基
金
の

運
用
益
不
足
分
８
０
０
０
億
円
を
遡
っ
て
全

額
措
置
す
べ
き
と
の
世
論
を
喚
起
で
き
よ
う
。

そ
し
て
そ
れ
が
実
行
さ
れ
れ
ば
、
ど
れ
だ
け

Ｊ
Ｒ
を
便
利
に
で
き
る
か
、
優
秀
な
人
材
が

こ
ぞ
っ
て
参
集
す
る
か
計
り
知
れ
な
い
。

　

地
下
鉄
や
い
さ
り
び
鉄
道
も
、
第
７
・
８

回
の
よ
う
に
便
利
に
し
た
い
。

鉄
道
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
大

　

筆
者
は
Ｊ
Ｒ
に
「
公
益
事
業
を
担
う
企
業

と
し
て
採
算
度
外
視
で
取
組
む
べ
き
」
と
は

一
切
求
め
な
い
。
国
鉄
改
革
の
基
本
コ
ン
セ

プ
ト
は
「
民
業
と
し
て
堂
々
と
利
潤
追
求
す

る
こ
と
が
良
質
な
移
動
サ
ー
ビ
ス
を
低
コ
ス

ト
に
産
み
出
す
」
だ
っ
た
の
だ
。

　

第
１
回
に
、
経
営
安
定
基
金
の
運
用
益
が

目
論
見
通
り
だ
っ
た
Ｊ
Ｒ
発
足
初
期
は
利
便

向
上
し
利
潤
追
求
し
て
い
た
と
書
い
た
。
第

２
回
に
貨
物
新
幹
線
に
よ
り
、
第
４
回
に
ボ

化
を
盛
込
ま
ず
、
そ
れ
以
前
の
人
口
変
化
が

そ
の
ま
ま
続
く
と
す
る
た
め
、
外
れ
て
当
然

な
の
だ
。
誤
り
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ
う

　

講
演
で
は
「
将
来
、
地
域
経
済
状
況
が
変

化
し
た
り
、
鉄
道
や
道
路
が
新
し
く
で
き
た

り
、
あ
る
い
は
廃
止
さ
れ
た
り
、
新
し
い
大

規
模
な
施
設
が
立
地
し
た
り
、
住
宅
地
が
開

発
さ
れ
た
り
と
い
っ
た
、
今
後
起
こ
り
得
る

社
会
経
済
的
な
変
化
は
、
こ
の
推
計
で
は
考

慮
さ
れ
て
い
な
い
」
と
説
明
さ
れ
た
。

地域別将来人口推計の基本的考え方

基調講演 小池司朗 人口構造研究部長
2020.1.30 第24回厚生政策セミナー

　将来起こりうる社会経済的な変化（地域経済状況、交通インフ
ラ整備、施設立地、住宅地開発）や、地域政策に起因する人口の
動きの変化などは，推計結果のなかには盛り込まれていない。
　全国推計と同様、推計は人口学的な投影。すなわち推計結果は，
原則として，直近で観察されている地域別出生・死亡・人口移動
の状況が今後も継続すると仮定した場合の将来人口。
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ー
ル
パ
ー
ク
新
駅
の
早
期
開
業
に
よ
り
、
大

き
な
収
益
を
見
込
め
る
と
書
い
た
。

　

第
２
・
５
・
11
・
14
・
15
回
に
、
北
海
道

新
幹
線
を
徹
底
的
に
便
利
に
す
る
具
体
策
を

書
い
た
。
社
会
へ
の
貢
献
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ

の
収
益
を
よ
り
大
き
く
で
き
る
。

　

第
14
回
の
新
幹
線
函
館
乗
入
れ
は
、
市
長

が
前
向
き
で
通
常
は
税
金
が
投
じ
ら
れ
る
。

第
15
回
の
新
幹
線
早
期
部
分
開
業
と
と
も
に

Ｊ
Ｒ
に
大
き
な
収
益
を
も
た
ら
す
。
い
ず
れ

も
Ｊ
Ｒ
が
主
導
的
に
動
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
Ｊ
Ｒ
が
以
上
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
活

か
す
こ
と
で
、
北
海
道
の
生
活
利
便
性
や
企

業
の
生
産
性
が
高
ま
り
、
人
口
が
増
え
、
Ｊ

Ｒ
も
優
良
企
業
に
な
る
。
道
民
は
北
海
道
と

厚生政策
セミナー動画

財さつJP連
載ページ

Ｊ
Ｒ
の
そ
ん
な
明
る
い
未
来
を
願
っ
て
い
る
。




